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SUMMARY
　　Just as their human counterparts, aging dogs have a tendency to increase in developing tumors or 
cancers.
　　In response to the food developed by Yeaster Co., Ltd. which contains Agaricus powder, omega-3 
fatty acid and oligosaccharide in general nutritious dog foods, a clinical efficacy on tumor-bearing dogs 
was examined. Consequently, good results were obtained as described below.

1.　�Clinical trials were conducted with the aim of one-year administration of MS Food Agaricus ○R using 
41 cases of tumor-bearing dogs as test dogs.
One-year administration was provided to 22 cases (Group I) out of 41 cases. Within 15 cases (Group 
II) out of the 41 cases, 14 of these cases resulted in death within five months and one case within ten 
months. The remaining four cases were excluded due to discontinuation of administration of MS 
Food Agaricus ○R .
There were 20 types of tumors in 37 cases within Groups I and II, which included seven advanced 
cases, 12 moderate cases, and 18 mild cases in various progressive degrees.

2.　�Transition of clinical manifestations in Group I showed the increase (P<0 .05) in body weight from 
the 11th month, remarkable improvement of activity and appetite after one month’s administration, 
and recovery to normal stool property from soft stool. In the 5th month all cases tested to be normal, 
resulting in improvement of hair coat month by month. Even terminal cases showed temporary 
improvement of clinical manifestations after the initial administration of MS Food Agaricus ○R .

3.　�Transition of blood property in Group I showed the start of decrease in LDH from the 3rd month 
after the initiation of administration, a significant decrease (P<0 .05—0 . 01) from the 6th month, and a 
decreasing tendency of ALT after administration.

4.　�Preferences, which were very good, were determined in three stages as“Good,”“Normal,”and 



まえがき

　日本でも犬の高齢化が進み，老齢性疾患が大きな
問題となりつつある。その中で犬の腫瘍は年々多く
なってきている。
　犬の腫瘍は発見された時点で，かなり進行した状
態であり，かつ高齢である場合が多い。そのために
腫瘍に対して行える療法は限られたものになってし
まう。その限られた療法の 1 つがサプリメント給与
である。そして高齢動物ではサプリメントとフード
が別々の場合には，給与しにくかったり，忘れられ
たりし，長続きしないケースが多々ある。
　そこでサプリメントをフードの中に混合した MS
フードアガリクスを担癌犬に 1 年間にわたり給与
し，その有用性を確認するための臨床試験を実施し
たので，その概要を紹介する。

Ⅰ．試験材料および方法

1．試験療法食MSフードアガリクス
　試験フードは，イースター株式会社により開発さ
れたもので，総合栄養食にアガリクス・ブラゼイ・
ムリルの抽出残渣パウダー（供給元：協和エンジニ
アリング（株）），オメガ 3 脂肪酸（EPA，DHA），
オメガ 6 脂肪酸（リノール酸，γ リノレン酸）およ
びオリゴ糖を配合したものである（表-1）。

2．調査施設
　本試験は表-2に示した全国 11 ヵ所の動物病院で
実施した。

3．供試犬
　供試犬は腫瘍あるいは癌を発症している犬で，担
当獣医師が MS フードアガリクス○（以下 MS フー
ドと略す）の給与試験に供試できると判断した担癌
犬である。
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“Bad.”As a result, Group I showed monthly improvement, allowing all the cases to become normal 
from the 5th month. In addition, even most of the fatal cases temporarily showed normal or good 
preferences.

5.　�In regard to effectiveness, Group I included remarkable effectiveness in seven cases, normal effec
tiveness in nine cases, slight effectiveness in five cases, and no effectiveness in one case out of the 22 
cases, respectively. There was no deteriorating case, resulting in tremendous efficacy ratio of 95 .4%.
Effectiveness by progressive degree was classified into mild cases, 83 . 7%; moderate cases, 76 . 9%; and 
advanced cases, 66.7%. These results indicated that the mild cases had the highest percentage.
Efficacy ratios of total removal cases, partial removal cases, and non-removal cases of tumors were 
88 . 2%, 77 . 8%, and 63 .6% respectively, which indicated that total removal cases had the highest per
centage.

As a result of the administration to 37 cases of tumor-bearing dogs, 15 cases (40 . 5 %) resulted in deaths, 
and 22 cases were improved in clinical manifestations and blood property thanks to the one-year admin
istration, indicating an increase in body weight. In addition, no case of recurrence was found in the 17 
cases of total removal tumors. MS Food Agaricus ○R was decided to have a great deal of potential in food 
for tumor-bearing dogs.



　癌あるいは腫瘍は特定なものに限定せず，摘出手
術を行ったものも，摘出不可能なものでも採食が可
能なものは試験に供した。供試犬は表-3，4に示
した 37 頭である。そのうち 15 頭は試験途中で死亡
し，1 年間継続試験が出来たものは 22 頭であった。
　以後の成績は，生存 22 例をⅠ群，死亡した 15 例

をⅡ群として分けて紹介する。

　供試犬の腫瘍は 20 種で，最も多かったのが，肥
満細胞腫 6 例，乳腺腫瘍，リンパ肉腫各 4 例で，その
他は 1〜2 例であった。これらのうち全摘出したも
の 17 例（48 . 5%），部分切除したもの 9 例（25 . 7%），
摘出なし 11 例（31 . 3%）であった。
　供試犬 37 例については病勢別の区分を表-5に示
した。
　Ⅰ群は，軽症，中症，重症の順に例数が少なくな
ったが，Ⅱ群では中症，軽症，重症の順に少なくな
った。両者合計ではⅠ群と同じ軽症，中症，重症の
順で少なくなった。

4．試験方法
1）給与量および給与回数
　MS アガリクスの給与量は，表-6に示した標準
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給与量とした。
2）観察項目および観察間隔

（1）腫瘍，癌—�発生部位，発生状況，摘出手術の有
無，診断名

（2）臨床所見—�体重，体温，心拍数，活動性，食欲，
飲水欲，嘔吐，便性状，嗜好性，被
毛状態の 10 項目とした。

（3）血液所見—�H t，W B C，P L T，T P，A L T，
LDH，BUN，Crea. の 8 項目とした。

（4）臨床および血液の検査は 1 ヵ月間隔とした。
3）判定法
　判定は，担当獣医師によって行った。

（1）病勢度判定は以下のように行った。
　　　軽　症：�臨床症状が全般的に軽微な症例
　　　中　症：�食欲低下，活動性低下，発熱などの

症状が認められ，かつ特定の項目の
みに強い症状を示す症例

　　　重　症：�食欲不振ないし廃絶および元気沈う
つ，発熱等の症状が顕著な症例

（2）総合有効性判定
　　　著　効：�給与前と比べ一般状態に著明な改善

が認められたもの。または腫瘍の進
行が止まったもの。

　　　有　効：�給与前と比べ一般状態に改善が認め
られたもの。
または腫瘍の進行が緩徐になったも
の。

　　　やや有効：�給与前と比べ一般状態の改善が認
められたもの。

　　　無　効：�一般状態に改善が全く認められなか
ったもの。
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　　　悪　化：�一般状態がさらに悪化したもの。
　　　判定不能：�効果判定ができなかったもの。

Ⅱ．試験成績

1．Ⅰ群の臨床症状の改善状況（表-7）
　Ⅰ群の臨床症状の変化は表 -7に示した。
　体　重：�22 例の給与前の体重は 17 . 6±11 . 8 kg 

で，給与後 11 ヵ月および 12 ヵ月目に有
意的（P<0 . 05）な増体がみられた。

　体温およ�び心拍数：1 年間の給与期間中は，給与
前に比較して有意的な変化しはみられな
かった。

　活動性：�給与前には正常 14 例，低下 7 例，消失 1
例であったが，1 ヵ月には正常 20 例，低

下 2 例となり，1 ヵ月でかなり活動性の 
改善がみられ，4 ヵ月からは全例が正常 
になった。

　食　欲：�給与前正常 14 例，不振 7 例，廃絶 1 例であ
ったが，1 ヵ月で全例が正常になった。

　飲水欲：�給与前正常 18 例，低下 4 例で，2 ヵ月後
には低下が 2 例に減少したが，その後は
2 〜 3 例が低下した状態であった。

　嘔　吐：�給与前に 1 例にみられたが，1 ヵ月以降
は全例とも嘔吐はみられなかった。

　便性状：�給与前正常18例，軟便が4例であったが，
4 ヵ月には軟便 1 例となり，5 ヵ月で全例
が正常となった。

　被毛状態：�給与前良い 8 例，普通 8 例，悪い 6 例で
あったが，1 ヵ月で悪いが 2 例になっ
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た。その後も悪いは 1 〜 2 例みられた
が，良いが漸次増加して 12 ヵ月には 
良いが 15 例 , 普通 5 例 , 悪い 2 例と徐々
に改善する傾向がみられた。

2．Ⅱ群の臨床症状の改善状況（表-8）
　37 例中死亡例は 15 頭で，本試験での死亡率は
40 . 5% であった。
　死亡した 15 例は，1 ヵ月以内 1 例，2 ヵ月以内 5 例，
3 ヵ月以内 3 例，4 ヵ月以内 1 例，5 ヵ月以内 4 例，
10 ヵ月以内 1 例で，死亡は 15 例中 14 例が 5 ヵ月以
内で，そのうち 2 ヵ月以内 6 例であった。
　体　重：�個体別にみると，減少したもの 8 例，変

らず 5 例，少し増体したもの 2 例で，死
亡例の多くは，体重の減少傾向がみられ
た。

　体　温：�個体別では，死亡月に下降したもの 4 例，
変らず 11 例で , 多くは死亡月でもほとん
ど変らなかった。

　心拍数：�個体別では，増加 6 例，減少 5 例，変ら
ず 4 例であったが，変動の範囲は少なか
った。

　臨床症状：�食欲，飲水 , 被毛状態は当然徐々に低
下し死に至っているが，給与開始後死
亡までに嘔吐，下痢，粘血便，便秘は 1
例もみられなかった。
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3．Ⅰ群の血液所見の変化（表-9）
　Ⅰ群の血液所見の変化は表-9に示した。 
　Ht 値	：給与後に漸増する傾向がみられ，給与前

43 . 8±12 . 9% が 12 ヵ月には 47 . 5±6 . 2%
に増加したが，有意差は認められなかっ
た。

　WBC	：給与前後で若干の増減はみられたが，一

定傾向は認められなかった。
　PLT：	給与期間中 17 . 1 〜 17 . 6　104/μl の範囲

を変動したが，一定傾向はみられなかっ
た。

　TP：	 給与期間中にほとんど変動がみられなか 
った。

　ALT：	給与前 114 . 6±120 . 2 IU で，給与 1 ヵ月か
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ら減少し，6 ヵ月に 57 . 7±33 . 3 IU になり
有意差も（P<0 . 05）がみられ，12 ヵ月に
は 75 . 7±78 . 3 IU に増加したが，給与前
よりは減少しており，有意差がみられた。

　LDH：	給与前の LDH は，706 . 7±743 . 4 IU と増
加していたが，個体によりかなりばらつ
きがみられた。給与開始 3 ヵ月目には，
379 . 4±458 . 9 IU に 減 少 し， 有 意 差

（P<0 . 05）がみられ，その後も減少傾向
を示し，10 ヵ月には 77 . 3±28 . 7 IU と著
減し有意差（P<0 . 001）がみられ，その
減少状態が 12 ヵ月まで続いた。すなわち
LDH は給与後明らかな減少がみられた。

　BUN，Crea. は，両者とも給与前はほぼ正常範囲
にあり，給与による変動は認められなかった。

4．Ⅱ群の血液所見の変化（表-10）
　Ⅱ群の平均値は表-10に示した。
　平均値の推移は Ht，PLT，ALT，LDH はほぼ減
少傾向で，WBC，TP，BUN，Crea はやや増加傾
向を示した。
　各例別にみると，Ht 値は 12 例が減少傾向，2 例
変化なし，そして 1 例が増加傾向を示した。WBC
では増加傾向 7 例，変化なし 5 例，減少 3 例であっ
た。ALT は変化なし，増加，減少が各 5 例で一定
傾向がなかった。TP は減少傾向 9 例，変化なし 4 例，
増加傾向 2 例であった。LDH は 4 例のみ測定され全
例が減少傾向を示した。BUN は増加傾向 8 例，減
少 5 例，変化なし 2 例で，Crea. は変化なし 10 例，
増加 3 例，減少 2 例であった。

5．MSフード給与による有効性（表-11，図-1）
　1 年間給与 22 例では，著効 7 例，有効 9 例，やや有
効 5 例，無効 1 例で，悪化はみられなかった。
著効＋有効例で有効率を算出すると 72 . 7% であり，
やや有効例までで算出すると，95 . 4% と驚異的な有
効率になった。

6．病勢度の有効性（表-12）
　病勢度別の有効性を表-12に示した。
　病勢度有効率は，病勢の軽い例ほど高く，重症ほ
ど悪くなる傾向を示した。軽症 , 中症，重症の有効
率は，それぞれ 83 . 3%，76 . 9%，66 . 7% と病勢度が
重くなるほど低くなった。
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図 -1　MSフード給与によるⅠ群の有効性



7．�給与前の全摘出，部分摘出，非摘出別の有効性　
（表-13）

　これらの有効性は表-13に示した。
　全摘出，部分摘出，非摘出の各有効率は，それぞ
れ 88 . 2%，77 . 8%，63 . 6% と非摘出例が最も低い有
効率であった。すなわち切除できるものは，摘出し
てからの給与が有効のようである。

8．腫瘍別での有効性
　4 例以上の例数のあったものは 3 種類で，肥満細
胞腫，乳腺腫瘍・癌は，両者ともに 6 例中 1 例のみ
無効で，リンパ肉腫は 4 例中 2 例が無効であった。

9．抗癌剤併用例
　Ⅰ群では，抗癌剤を併用したものは 3 例でⅠ群の
No. 7 の肥満細胞腫は 1 年間にわたりプレドニンを
5 mg/ 頭，1 日 1 〜 2 回投与していた。
　Ⅰ群の No. 14 も肥満細胞腫 Grade Ⅲで，ビンプラ
スチン 25 mg/m2 を 2 週間に 5 ヵ月間 6—9 ヵ月間は
MS フードのみ，10 ヵ月〜 12 ヵ月はビンプラスチ
ン 2 mg/m2 前同とシクロホスファミドを投与して
いた。
　No. 22 は骨肉腫でも，ビンプラスチン 150 mg/m2

を 3 日 1 回，10 ヵ月間にわたり投与し，かつ 10 〜 12
ヵ月にはさらにエンドキサン 50 mg/m2 を 3 日に 1
回投与を行った例である。
　そしてこれらの例は No. 7 は有効，No. 14 と No. 
22 は著効と判定され，今回の著効 7 例中 2 例を占め，

また No. 7 は有効 9 例中 1 例であった。
　またⅡ群では，No. 6 は悪性リンパ肉腫で，L—ア
スパラキナーゼ 20 単位 / 週を 1 ヵ月間投与したが，
47 日目に死亡した。Ⅱ群の No. 7 は乳腺腫瘍で乳腺
の一部を切除した後，1 ヵ月間にわたり No. 6 と同
様の投与を行ったが，142 日目に死亡した。この両
例は死亡したが , 一般状態が一時期改善したので，
やや有効と判定された。
　以上のように抗癌剤を併用した 5 例では，著効 2
例，有効 1 例，やや有効 2 例であった。使用可能な
場合には，抗癌剤を投与しながら，MS フードを給
与するのが効果的と思われた。

10．嗜好性
　嗜好性の推移は表-14に示した。
　Ⅰ群では嗜好性の悪かった例は，給与前，2，3，
4 ヵ月とも 1 例のみで，他 21 例は 1 年間良いか普
通で，経月的に嗜好性が良くなった。
　Ⅱ群でも給与 1 ヵ月目までは悪いが，1 〜 4 例み
られたが，2 ヵ月から死亡前月までは，ほとんどが
普通以上であった。

考　　察

　犬が腫瘍・癌の末期になると体重減少，食欲減少，
活動性の低下，下痢，嘔吐などを呈し，衰弱してく
る。これらの現象は，癌に伴う悪液質に起因するも
のである。今回は担癌動物にアガリクス，3，6，オ
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メガ脂肪酸およびオリゴ糖を配合したフードによる
臨床効果を検討した。37 例の担癌犬に給与した結
果，15 例は腫瘍により，試験途中で死亡したが，
22 例は 1 年間給与でき，臨床症状の著明な改善がみ
られ，非常に高い有効率が得られた。
　担癌動物に対するアガリクス効果については，小
動物臨床においてもいくつかの報告 1 〜 5）がある。
そして多くは効果は認められるとしているが，効果
の程度については差がみられるが，全く効果なしと
したものはなく，何らかの効果はあるとしている。
その機序については，アガリクスに含有する β—ガ
ラクトグルカン，α—D—グルカン，タンパク質グル
カン，キシログルカンの 4 種類の多糖体および核酸
複合作用によって，免疫機能の調整や活性化による
とされる 6，7）。
　EPA・DHA などの 3 オメガ脂肪酸は，腫瘍発生
と転移抑制することは多くの研究により，かなり明
確になりつつあり 8 〜 14），以下のようなことがわか
ってきた。EPA・DHA は，正常細胞には作用せず，
腫瘍細胞だけを選択的に攻撃することが定説になり
つつある。さらに EPA は，腫瘍に伴う悪液質に拮
抗する作用があり，QOL の改善に影響するとされ
ている。3 オメガ脂肪酸の投与により，腫瘍に伴う
悪液質の憎悪因子とされている TNF—α（腫瘍壊死
因子），インターフェロン類の抑制に動くこともわ
かってきた。一方 DHA は癌細胞の増殖速度を遅く
したり，転移を抑制し，プロスタグランジン E2 生
産を阻害し，癌細胞にアポトーシス（細胞死）を引
き起こす 10，12，13，14）とされている。
　このような作用による 3 オメガ脂肪酸は，腫瘍に
対して腫瘍が小さくならなくても悪液質を緩和する
ので，延命効果が期待できると考えられる。小動物
の臨床では，腫瘍に対して山田ら 15）が，オメガ 3
脂肪食で軟便や下痢になる例もみられたが，QOL
の改善が確認されたとしている。
　今回の MS フードによる効果をみると予想外の良
好な成績が得られたので，その要因はアガリクスと
3 オメガ脂肪酸の相乗効果と考えられる。動物の腫
瘍に対しては，この両者と同時に長期使用した報告
はみられないので比較検討はできないが，フードに
配合することで，食欲さえあれば確実に採取可能で
あり , 飼主も苦労なく与えられ，長期使用が可能に
なった。また，MS フードは嗜好性がよいので長期
給与が可能であり，今回のデーターから MS フード

には給与開始 1 ヵ月目頃から，食欲も増加し，臨床症
状の改善が安定するのは悪液質が改善するためと考
えられる。
　また血液性状では，Ht 値の増加傾向，LDH，
ALT の減少などからも給与期間が長くなるほど生
体に良好な影響を及ぼすと判定された。
　さらに少数例ではあったが，抗癌剤を使用中に
MS フードが給与された症例では，抗癌剤の副作用も
みられず , 良好な結果が得られている。Wynter13）

らは，抗癌剤投与時に 3 オメガ脂肪酸を併用すると，
化学療法剤の作用に干渉せず，相乗効果をもたらす
としており，犬でも同様の効果が期待できるのかも
しれない。
　今回の供試犬の 40 .5% は腫瘍の悪化により死亡し
たが，これらの症例でも一時的には，臨床症状の改
善が見られた症例もあり，MS フードは死亡例の経
過からもおそらく腫瘍に伴う悪液質をかなり改善あ
るいは抑制している可能性が示唆された。
　さらに病勢度が軽く，腫瘍の全摘出例ほど有効率
が高くなる傾向がみられ，MS フードは担癌犬に対
してはできるかぎり早く摘出可能なものは手術し，
かつ速やかに MS フードを与えることがベターであ
る。
　MS フードでは，副作用は全くみられず，長期給
与にもかかわらず，軟便下痢等は全く認められなか
ったことは，ビフィズス菌を選択的に増殖させるオ
リゴ糖 16）を配合したためと考えられる。

ま　と　め

　MS フードの担癌犬に対する臨床効果を検討し，
以下の結果が得られた。
　供試犬は担癌犬 41 例を使用したが，1 年間給与で
きたもの 22 頭（Ⅰ群），試験途中で死亡したもの 15
頭（Ⅱ群），途中で脱落したもの 4 例であった。
　以下に脱落 4 例を除いた 37 例の成績を検討した。
1．�腫瘍の発生状況：37 頭の腫瘍は 20 種類，病勢度

は重症 7 例，中症 12 例，軽症 8 例で，試験前に
全摘出 17 例，部分摘出 9 例，非摘出 11 例であっ
た。

2．�給与フード，量，回数：試験フードは，犬の総
合栄養食にアガリクス，オメガ 3，6 脂肪酸およ
びオリゴ糖を配合したドライフードで，投与量 
は給与基準を 1 日 1 〜 2 回とした。
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3．�各種検査は給与前，給与開始後は原則として月
1 回とした。

4．�臨床症状の推移：Ⅰ群では体重が漸増傾向を示
し 11 ヵ月目から有意な増加となり，活動性，食
欲は給与 1 ヵ月目から著明に改善，便性状は 5 ヵ
月目には全例が正常となり，被毛状態は経月的 
に改善した。Ⅱ群の死亡例でも給与開始後一時的
には臨床症状の改善する期間がみられた。

5．�血液性状の推移：Ⅰ群では LDH が給与 3 ヵ月目
から減少し 6 ヵ月目から有意的な減少がみられ，
ALT も給与後減少傾向がみられた。

6．�嗜好性は経月的に良くなり，5 ヵ月目以降は全
例が 1 日量を完食した。死亡例では 1 ヵ月目まで
悪いが 14 例みられたが，その後は死亡数日前ま
では食べていた。

7．�抗癌剤投与中に使用された 5 例では，著効 2 例，
有効 1 例，やや有効 2 例で，抗癌剤が使用可能の
場合は，使用したほうが良い可能性がある。

8．�獣医判定の総合有効性は，Ⅰ群では 95 . 4% と非
常に高かった。病勢度別の有効性は，軽症ほど 
高かった。また試験前の全摘出例，部分摘出例，
非摘出例では，全摘出例が高く，かつ再発例は 
なかった。

　以上の所見から MS フードは，長期給与が可能で
あり，担癌犬用のフードとしては利用価値の高いも
のである。
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